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	事業の背景と現状
	“縦割り構造”と“情報の分断”が定住促進のボトルネック。
	空き家・子育て・教育・農業・起業の取組は分野ごとに蓄積
	縦割りにより、町の暮らしの全体像や相談先が見えにくい
	空き家バンクは事務負担・相談導線の弱さから利活用が進みにくい
	町の魅力や情報が点在し、移住検討者に届きにくい
	　　　　将来的に町の特色を体験できる事業へと発展させる基盤をつくる。
	スケジュール

	R10年度
	R9年度
	・R8 の素材を元に強みを体感できる時間を提供 ・町民、関係機関とのラウンドテーブル ・仮ビジョン／アクションプランの輪郭を作成

	R8年度
	“実行主体を増やす事業”ではなく「構造を整える事業」
	令和８年度の事業内容① 農業を軸とした移住体験

	「食」を軸とした取組や関心が高い町
	これらを踏まえ、町の実情や特色と親和性の高いテーマとして「農業」を入口にした移住体験ツアーを実施する。
	令和８年度の事業内容② 町の暮らし・取組の可視化

	町の暮らしや取組を、分野別に整理・編集し、 三朝町での暮らしの全体像が伝わるZINE形式として可視化する。
	制度説明や観光PRではなく、 考え方や暮らし伝える編集物
	運用フローの
	見直し
	　　　町の暮らしや関わり方を具体的にイメージできるようになる。
	　　　次年度以降の体験型・交流型事業へ展開できる土台が整う。



